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研究要旨 

 最終的に肝がん罹患のリスクを取り除くために必要な肝炎ウィルス検査・治療に関する

コミュニケーションのあり方について、行動科学（行動経済学）のアプローチの観点から、

肝炎医療コーディネーターが身につけるべき、対象者に対する「受検」「受診」「受療」を「ナ

ッジ」（軽く背中を押す）するためのコミュニケーション・スキルアップ研修プログラムの

有用性検証の分析を行った。その結果、肝炎医療コーディネーターが患者を「ナッジ」する

コミュニケーション・スキルを身につけるためのプログラム内容として、患者が陥りうる不

適応状態やそのメカニズムの理解、および対象者への個別対応への認識・意欲向上のための

概説やアセスメントシートを用いたグループワーク実施によって、対象患者を包括的にア

セスメントすることを提案した。 

 

Ａ．研究目的 

  最終的に肝がん罹患のリスクを取り除く

ために必要な肝炎ウィルス検査・治療に関

するコミュニケーションのあり方について、

行動科学（行動経済学）のアプローチの観点

から、これまでの普及啓発の取組の再検討

を行い、肝炎医療コーディネーターのコー

ディネーションにおいて必要なコミュニケ

ーションスキルなどに関する養成プログラ

ム開発の提言を行う。 

これまでの研究において、コーディネータ

ーは対象者を「ナッジ」するコミュニケーシ

ョン・スキルとして対象者を包括的にアセ

スメントすべき６つの領域についての知識

を身につける必要があることを提言した。

本年度は、肝炎コーディネーターの患者を

「ナッジ」するためのコミュニケーション

スキルを身につけるための研修プログラム

開発に関する具体的な提案をする。 

 

Ｂ．研究方法 

 連携研究プロジェクトである、「治療と職

業生活の両立におけるストレスマネジメン

トに関する研究」にて、がん診療連携拠点病

院において身体疾患ならびにメンタルヘル

スに関して両立・休職・復職支援を担当ある

いは関心のある相談支援者（看護師・SW・心

理職等）を対象に実施した研修プログラム

において、肝炎医療コーディネーションに

関連する研修内容について内容分析を行っ

た。なお、本研修プログラムは 2020 年 11

月に実施され、研修受講者（40名）に対し、

研修前後にアンケート回答を求め、本研修

プログラムの有用性検証を行った結果、受



講前後の「両立支援面接に対する自己効力

感」の比較において、受講後の平均値が全項

目において有意に向上したことより(表 1)、

身体疾患の治療と職業の両立における相談

支援者が、患者がどのような負担を経験す

るか、復職後に顕在化する業務パフォーマ

ンスの低下、過剰適応状態やメンタルヘル

ス不調になるメカニズム等についての理解

が促進されたことが示唆された。 

 

Ｃ．研究結果 

  肝炎医療コーディネーターの養成・スキ

ルアップとして肝炎患者・肝炎ウィルス陽

性者に対する「受検」「受診」「受療」をナッ

ジすることを目的として、患者のストレッ

サーおよび背景情報を包括的にアセスメン

トするために研修プログラムに必要なコン

テンツとして、以下のプログラム内容が検

討された。 

① 治療時に生じうる日常生活や業務上の

不適応の特徴とそのメカニズム 

② ストレスマネジメントの考え方や具体

的方法の理解 

③ 個別事例のアセスメントや具体的な支

援策および配慮を検討するアセスメン

トシートの活用およびグループワーク 

 さらに、研修の受講感想の自由記述によ

り、患者の支援への意欲向上、身体面だけで

なくメンタルヘルスに対する配慮も必要で

あることに対する認識の向上が示唆された。

また、研修プログラム内で示したアセスメ

ントシートや高ストレス状態（脳疲労）尺度

を、現場で活用するなど支援方略の幅の広

がりに関する言及も見られた。 

 

Ｄ．考察 

 肝炎患者、肝炎ウィルス陽性者の「受検」

「受診」「受療」という行動を「ナッジ」す

る（軽く背中を押す）ためには、肝炎医療コ

ーディネーターが、対象患者のキャパシテ

ィーや生育歴、仕事や生活に関する価値観

をできる限り把握し、それを考慮した生活

状況の課題を包括的にアセスメントするこ

とが、対象者への対応を個別化できるスキ

ルとして必要であると考えられる。このス

キル養成のため、患者が陥りうる不適応状

態やそのメカニズムへの理解促進および患

者の包括的なアセスメントを行い個別対応

するための研修プログラムを検討した。知

識習得のための概説、およびグループワー

クから構成される本研修プログラムを実施

することにより、肝炎医療コーディネータ

ーが対象患者を支援するために支援への意

欲や支援すべき領域への認識の向上、支援

手段の習得が期待できる。またアセスメン

トシートを用いて包括的にアセスメントす

ることにより、対象患者の状況を構造的に

見ることが可能となる。今後は、開発検討を

行ったプログラム内容の実施、有用性検証

が必要だと考えられる。 

 

Ｅ．結論 

 肝炎患者、肝炎ウィルス陽性者の「受検」

「受診」「受療」という行動を「ナッジ」す

る（軽く背中を押す）ためのコーディネータ

ーのコミュニケーション・スキルとして、対

象患者のキャパシティーや生育歴、仕事や

生活に関する価値観を包括的にアセスメン

トし、対象者への対応を個別化することを

身につけるための養成プログラム内容が示

唆された。 
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表 1. 研修受講前後の「両立支援面接に対する自己効力感」の比較 

（2020.11.28にがん診療連携拠点病院の相談支援者を対象に実施。） 

 

 

平均値 SD 平均値 SD

1 3.35 1.05 4.03 0.83 -4.075 0.000 0.65

2 2.68 1.02 3.80 0.94 -6.140 0.000 1.10

3 3.10 1.26 3.95 0.71 -4.607 0.000 0.68

4 2.95 1.04 3.93 0.92 -5.394 0.000 0.95

5 2.93 1.12 3.88 0.85 -4.622 0.000 0.85

6 3.08 1.05 3.88 0.72 -4.639 0.000 0.77

7 2.93 1.12 3.75 0.87 -3.846 0.000 0.73

8 3.10 1.06 3.95 0.55 -5.667 0.000 0.81

9 3.38 1.08 3.78 0.89 -2.393 0.022 0.37

10 3.13 1.09 4.00 0.64 -5.439 0.000 0.80

研修前 研修後
t値 p値 効果量

社員・患者が職場に対して過剰適応していなか確認できる

仕事量や職務内容が社員の状態に合っていない場合、仕事量を減らしたり、休養
をとったりするための具体的なアドバイスができる

メモのとり方やタイムマネジメントなど社員・患者のキャパを支援するようなアドバイ
スができる

社員・患者にリラクセーション・気晴らしなどストレスを減らすための具体的な方法
を教えることができる

社員・患者が、自分の体の状態や仕事の負担を職場や上司に対して伝える方法・
言い方をアドバイスできる

ストレス状態（脳疲労）の高い社員・患者に服薬を勧めたり、専門の医療機関の受
診をうまく勧めたりできる

社員・患者にとって、疾患や治療がどれほど負担になっているかを幅広く情報を集
め、包括的にアセスメントできる

入眠困難や睡眠時間だけではなく、翌日のパフォーマンスへの影響等の睡眠に
関することを詳しくアセスメントできる

ストレスの程度やうつ状態になっていなかをアセスメントできる

仕事が社員・患者にどれほど負担になっているかを詳しくアセスメントできる

質問項目


